
　

TESTIMONYTESTIMONY礼拝開始（10時30分）10 分前には席に着き、祈りの時間を
持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

通読のツボ
※1日 1章ですと約3年で通読できるペースです。

ディボーション登録ディボーション登録
右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。

右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。
※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します

日 月 火 水 木 金 土

曽我佐知子

主　日　礼　拝主　日　礼　拝

来週の奉仕者
（7月１２日）

牧唯恵伝道師

全本みどり
泉水浩
池田優香
澤口建樹
秋山耕平　　　　　　　
浅野恵子
山本麻美
行司伝道師
眞砂永一
澤口建樹
加藤優子
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　アメリカから帰国して 3ヶ月が経ちました。アメリカから帰国する
際、ひとつの志が与えられ帰国を決意しました。ロックダウンの生活
の中で、この情勢の中での自分の使命は何かと語られ、神様の前に祈っ
た時、リバーサイドチャーチのユースの事を思わされました。そして、
帰国する道が奇跡的に開かれ、帰国する事が出来ました。そうして、
緊急事態宣言の最中ではユースで学童を開く事で関わる事が出来まし
た。また、新しく最近では教会で塾を始めました。それは、彼らの将
来の自分自身の役割について共に考える時を持ち、それを実際に叶え
るために、今必要な事を共に勉強するといった、とても良い時間をもっ
ています。そして彼らに関わる中で、一番感じる事は私自身にもこう
して、愛を持って寄り添ってくれた人達がいたという事です。寄り添
うこと、それはそこに愛がなければ成り立ちません。こんな私を見捨
てず、信じて寄り添い愛し続けてくれた教会の家族、そして神様がい
つもいました。関わる側になって初めて気付くこと、学ぶことが沢山
あります。そして今度は、自分がそれを流していく番です。この教会
のテーマでもある、受けたものを流していく人生。本当にこういった、
帰国という限られた与えられた時間の中で、用いて下さっている神様
に感謝です。こうして、次の世代へ、またその次の世代へと継承され
ていく、そういったコミュニティ ( 教会 ) があるという事の恵みを改
めて強く感じました。これからの、大変な困難な時代を担い生きてい
く彼らが自分自身の役割に立った時、人生に目的を持った時、本当に
神様の偉大な計画がそれぞれに与えられていて、それを成し遂げてい
く将来が本当に楽しみです！そして今私は、自分に与えられている役
割に立ち、彼らに愛をもって寄り添い、信じて向き合っていきます！

神はみこころのままに、あなたがたのうちに働いて志を立てさせ、事
を行わせてくださる方です。( ピリピ 2:13)　
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泉水一護

中島好正　富岡凱千 中村哲

平山幸代

ﾌｨﾘｯﾌﾟｱﾗﾊｲﾘｹﾞﾝ

　

山崎風

曽我悠真　岡本享子

西山秀平亀澤佐代子

楢村明子

真砂香和　神達良子

名越裕晃

村部直飛

　　

（ ２０２０年６月２８日 ）
（要約者：西嵜真由美）

誕生者のお祝い

　　６月
誕生者のお祝い

黙示録　福澤師

　今週もネヘミヤ記 (2 章～ 8章 ) を読んでいきましょう。先
週までのエズラ記で登場した、エズラもそうでしたが、ネヘ
ミヤも同じく王からの信頼が厚かったということがわかりま
す。王から「旅はどのくらいかかるのか。いつ戻って来るのか。」
と問われているところを読むと、国にとっても重要なポスト
にいたことが伺えます。エズラにしてもネヘミヤにしても、
国が滅び他国へ捕囚されたことを悲観するのではなく、置か
れた場所での役割を果たしていってたという姿勢に励まされ
ます。そして 2章の 4節、5節では、王の質問に対して、天
の神に祈ってから答えたと書かれています。目の前の誰かの
質問に対して、何かをすぐ答えなければと思い間違えた返答
をしてしまう私には耳の痛い御言葉です。しかし祈り、主の
御心を第一に求めたネヘミヤの願いを、王が聞き入れ快く送
り出してくれたという箇所を読むと、真似なければならない
と思わされます。ネヘミヤと共にエルサレム再建の為帰還し
た民も、焼き払われたエルサレムを見てどう感じたかは書か
れていませんが、一人一人任された場所でしっかりと働きを
成していきました。エルサレム再建を妨害する者もありまし
たが、祈りと共に防衛し、民の信仰の回復をももたらしていっ
た事が書かれています。主の御心を第一に求め歩むときに最
善の方法と結果が与えられる事をみつつ読み進めていきま
しょう。

牧　一穂　牧師
西嵜芳栄

岩崎祥誉
藤原友規子
西山秀平

　１日　實金由香利
　５日　泉水一護
　６日　村部直飛
１０日　山崎　風
１２日　中島好正

１２日　富岡凱千
１４日　中村　哲
１５日　ﾌｨﾘｯﾌﾟｱﾗﾊｲﾘｹﾞﾝ
１７日　岡本享子
１７日　曽我悠真

１８日　楢村明子
２１日　平山幸代
２３日　亀澤佐代子
２４日　西山秀平
２５日　曽我佐知子

２５日　真砂香和
２５日　神達良子

　

7 月の誕生者
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聖餐礼拝
スモールファミリー 

　ある人が有名なオークションに出かけました。ところ
が憤慨して家に帰ってきました。なんとアブラハムの骨
がオークションに出たというのです。多くの人が手に入
れようと手を挙げたのですが、よく聞いていると 175 歳
まで生きたアブラハムのその骨は 13 歳の時のものだと
いうのです。危うく騙されそうになったのです。また別
のオークションでは世界に 2 枚しかないという高価な切
手が出品されました。とある収集家がこの切手を 6,600
万円で落札するとすぐになんとその切手を燃やしてし
まったのです。そして言いました。「私はもう 1枚持って
いる。」2 枚あったものが 1 枚になることでこの切手の価
値がさらに上がる事を彼は知っていたのです。私たちの
目に見えていること、自分がそうだと思い込んでいるこ
とが正しいとは限らないのです。聖書はこの事を昔から
ずっと私たちに伝えてくれています。今見ているものは
本当に美しいのか、私たちが見ているものが間違ってい
るのだとしたらどうでしょうか。

使徒 10 章の中でローマ帝国のために忠誠を尽くす百人
隊長でありイエス・キリストを信じ多くの兵士に影響を
与えたコルネリオがペテロに出会います。ペテロもまた
コルネリオに出会うようにここに御使い（みつかい）と
御霊（みたま）が働いていくのです。そこで大切なのは
御使いがペテロに見せた幻とコルネリオに見せた幻をそ
れぞれの方法で見せる必要があったというところです。
ペテロはイエス・キリストによって人生の中で 3 度の失
敗、3 度の問いかけ、3 度の幻を見たことでこれらが重
要なことであると気付きます。かたくなに思えた彼は少
しずつ変えられ、入るはずのなかったかわなめしの町に
入り居候をしながら福音を伝えるためにいました。ペテ
ロはまさに考え方を変えられている最中でした。
聖書の使徒 10 章には時間や場所や空腹だったことなど
事細かに書かれています。そこにはそうである背景の意
味がきちんと書かれているのです。私たちの人生にもそ
の時はあなたにとって良い時でなかったかもしれないし
人生を覆すような時だったかもしれませんがそれは全て
が摂理の中にいることを知る必要があります。その摂理
を知るか知らないかが大事なのです。すべて意味があっ
てその時が摂理の歯車であることを理解すると私たちの
行動は変わっていきます。あなたはどう生きていますか？

人間関係で問題を持っている人たちは思っている事と表
に出している態度が違います。相手の事を勝手に判断し
てそうでないのにそうだと思い込んでいるのです。うま
くいくわけがありません。えん罪と知りながら人を裁く
でしょうか？このような思いの連鎖が人間関係の問題を
作っているのです。確かに汚い心はみんな持っています
がそんな心でいたいと思う人は誰もいません。私たちの
中には本来愛の心が存在し、いい関係でいたいと願って
います。ところが思い込みや決めつけによって囁いてく
る声は正しい優しさの心を壊していくのです。

神様の前に私を造り変えてくださいと言いながらそうで
はない二心がある私たちに神様は、あなたはあなたであ
れと言って本来のあなたを戻そうとしてくれるのです。
それにはタイミングがあります。ペテロがかわなめしの
ところで見た幻にも意味がありました。空腹なのに食べ
なさいと言われてもペテロは食べませんでした。確かに

当時の律法によれば、神がペテロに出したものは食べて
はいけないとされていたものです。この時ペテロは神が
その時に語られたことよりもこの世の律法を優先したの
でした。３度このようなやり取りがあった後、次のよう
な声があり、食べ物は天に引き上げられたのでした。『す
ると、再び声があって、彼にこう言った。「神がきよめ
た物を、きよくないと言ってはならない。」』（使 10:15）
ここから、全ての主権は神にあることがわかります。決
め付けや思いこみによって食べなかったペテロの矛盾に
ついて伝えながら神様は小さい事のように思う出来事を
通し神はペテロに大切な事を伝えました。今、神様があ
なたに捨てなさいと言われているものは何ですか？それ
はとても小さい事ではありませんか？神様はなぜあなた
にとって、そんなことと思えるような小さな事を伝えて
いるのでしょうか。神様はあなたにとって小さく感じる
ような事を捨てさせ、その先にある大きなことを変えた
いのです。

ペテロは３度の神の問いかけを全て拒みました。それは
ペテロの決めつけでありペテロのルールでした。あなた
にとってルールとは何ですか？何のためにルールがあり
ますか？相手を裁くためですか？当時十戒があったのは
当時の人たちには扱う力がなかったからです。あなたは
ルールのために生きているのではありません。ルールを
守る事が正義ではないのです。その人が堕落した道では
なく正しくルールの中に歩んでいけるように、あなたは
愛して仕えなさいと聖書は伝えています。ルールは私た
ちの為の愛のルールだからです。神様は愛に仕える者と
して糞土にまみれた馬小屋という底辺にイエス・キリス
トを置きました。彼は信頼関係の中で愛を持って人々に
関わり人々がルールの中に生きることができるように向
き合いました。愛するために私たちは愛をもって向き合
うのです。ですが私たちは、あんな人いないほうがいい
と相手を排除しようとします。たしかに時に間をあける
必要もありますがどちらかの根底に愛があれば必ず解決
が起こります。愛をもって判断し、私たちは愛のルール
に基づいて生きていきたいのです。そして何よりも愛の
ルールはあなたの為にあるのです。

主の前に敬虔であったコルネリオが幻の中から受け取り
三人の使者をペテロの元に送りました。ルールに縛られ
ていたペテロは何度も失敗しながら造り変えられ神はそ
れまでの三回の裏切りを思い出させる方法で御霊の声を
聞かせたのです。そして二人が出会い神の奇跡がスター
トしました。ここには神様の時があり計画があります。
御霊に従った人は奇跡を見るのです。かたくなになって
いると御霊の声は聞こえません。思い込みは神様の計画
を壊します。あなたの中には神様ご自身がいてあなたの
心に語りかけてくださっています。全てが絶妙なタイミ
ングです。そして私たちが聞ける方法で語って下さいま
す。コルネリオとペテロの出会いによる奇跡の福音のス
タートは今まさに私たちのところに繋がっています。で
すから私たちは神様の時と計画のために、決めつけや思
い込みを捨て去り、神の愛のルールのなかで生かされる
決断をしましょう。神様はあなたを信じておられます。
その神様の声に忠実に聞き従う者となっていきましょ
う。

「あなたのデフォルト！！思い込み、決めつけ」
　　　　　　　　　　　使徒10：1～26 

　　　

神様の時と計画！！

 

愛のルール

思い込み、決めつけ

コルネリオとペテロの奇跡の出会い

神の聖めとタイミング

セル祈祷会


